
　チャレンジなわとび大会に保育園児から一般まで

85人が参加し、6種目に挑戦。さわやかな汗をか

きました。 

児 童教室が2か所オープン 
安全で安心して子どもが遊べる場を 

　3月25日、放課後児童の居場所づくりのため、村岡小学校と成器

西小学校内に、小学校の余裕教室を活用した児童教室がオープンしま

した。 

　市内で2番目となった、村岡児童教室（むろこザウルス）では、

児童を代表して石井美菜子（4年）さんが「児童センターが小学校の

中にできたことで、一層身近なものになりました。たくさんの思い出

を作りたいと思います。」と感謝の言葉を述べました。 

　また、成器西児童教室「にしザウルス」では、立壁けいとさん（5

年）が、「とても広くてきれいなので、この場所で過ごすことがとて

も楽しみです。」とお礼を述べました。 

　勝山市では、放課後児童教室の利用料を無料としており、市内の小

学生であれば、申請のうえ誰でも利用することができます。 

勝 山の魅力をPRします 
産業観光キャンペーンスタッフ 

　勝山市の魅力を県内外に広くPRする「勝山市産業観光キ

ャンペーンスタッフ」に、新しく黒田来未子さん、松山美希

さん、保月由美さんの3人が選ばれ、（社）勝山観光協会の

松井拓夫会長から委嘱状が手渡されました。 

　3人は「左義長まつりや恐竜をはじめ、新しくできたゆめ

おーれ勝山や今年10周年を迎える恐竜博物館をPRしてい

きたい。」と抱負を語りました。 

　これから2年間にわたり、各種イベントに出かけ、勝山

の魅力を広く伝えていきます。 
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ま ちづくり活動の成果を発表 
わがまちげんき発展事業 

　3月28日、福祉健康センター「すこやか」で、わがまち

げんき発展事業の報告会が行われました。 

　平成21年度に公開審査を経て活動助成を行ったのは、協

働提案の部１件、一般の部17件。各団体による活動の成果

と課題が発表されると、参加者から質問が出るなど、活発に

情報交換をして連携を深めていました。 

ノ ルディックで健康づくり 
元五輪金メダリスト荻原兄弟来勝 

　3月27日、元五輪金メダリストで国会議員の荻原健治さ

んと、同じく元五輪選手でスポーツキャスターの荻原次晴さ

ん兄弟が、せいきコミュニティスポーツクラブ設立1周年

記念事業で来勝し、ノルディックウォーキングの指導や、ト

ークショーで市民とふれあいました。 

▲村岡児童教室（むろこザウルス）開所式の様子 

▲余裕教室を改装して遊び場に（にしザウルス） 
 

新規スタッフの皆さん（左から黒田さん、松山さん、保月さん） 

奥 越の地域医療のあり方を報告 
奥越地域総合機能研究会 

　奥越の地域医療のあり方について研究を行ってきた奥越地

域総合医療機能研究会が、半年間の議論や研究をまとめ、山

岸市長に報告書を手渡しました。 

　報告書では、福井社会保険病院の診療体制の充実や在宅医

療体制の推進など5項目について要望しています。山岸市

長はこれらの要望に対し「行政、市民と一体になって実践し

ていきたい。」と応えました。 

養老副会長（右）から説明を受ける山岸市長 

各団体からまちづくりの成果が報告されました 

ノルディックウォーキングの指導をする荻原健治さん（手 
前右）と次晴さん（手前左） 

　今回の検定初級編には市内外から約250人が受

験し、1時間半で4択方式100問に挑戦。合格者

は237人でした。 
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　勝山市世界遺産講演会2010で、石川県立歴史

博物館の脇田晴子館長が講師として招かれ、白山平

泉寺の研究に期待感を表しました。 
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　福井エフエム放送株式会社の船木社長（左）が教

育委員会を訪れ、平成22年度小学校の新１年生

206人分の防犯ブザーを寄贈していただきました。 
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